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Research Abstract

常温⼼筋保護法における冠潅流停⽌中の⼼筋酸素代謝および潅流停⽌許容時間を解明する⽬的で、⼤動脈遮断中の常温⼼筋保護の実験モデルを作成し、⼼筋組織酸
素代謝を光学的に測定した。 
成⽝で⼈⼯⼼肺装置を⽤いて常温完全体外循環を開始した。酸化および還元ヘモグロビンの近⾚外光に対する吸収変化を利⽤した、組織酸素飽和度および組織ヘモ
グロビン量測定装置⽤センサーを⼼臓に貼付し、これらを連続測定した。晶質性⼼筋保護液と⼈⼯⼼肺回路⾎を混合してカリウムを加え37℃に加温した⼼筋保護液
を作成し、これを⼤動脈基部から毎分100mlで5分間冠潅流した。ついで冠潅流を10分、15分、および20分間停⽌させ、これを3回繰り返した。⼤動脈遮断を解除
し⼼拍動を再開させ、30分間の補助循環ののち体外循環から離脱させた。⼼筋保護液潅流停⽌直前と潅流再開直前に⼼筋を⽣検し、⼼筋内ヌクレオチド含量を測定
した。また術前後の⼼機能を測定した。 
⼼筋酸素飽和度は冠潅流と同時に上昇し1-2分でプラトーに達し、冠潅流停⽌後3分で底値に達した。15分と20分停⽌群では3回⽬の冠潅流時に⼼筋酸素飽和度の
上昇は緩除となり、微⼩冠循環系の異常が推測された。組織ヘモグロビン量も同様の傾向を⽰した。術後⼼機能は10分停⽌群では低下しなかったが、15分と20分
停⽌群では低下した。アデノシン三燐酸は10分停⽌群では低下しなかったが、20分停⽌群では低下した。⼼筋酸素代謝諸指標の経時的変化、⼼筋内ヌクレオチド
含量および術後⼼機能の検討から、常温⼼筋保護中の冠潅流停⽌許容時間は10分と結論された。本研究によって常温⼼筋保護中の光学的⼼筋モニタリング法が確⽴
され、⼼臓⼿術成績の向上が期待される。
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